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グラフェン電界効果トランジスタ(G-FET)は、グラフェンの２次元性、広い電位窓、極めて高い

キャリア移動度により、生体分子等の結合を高感度検出するバイオセンサーとして高いポテンシ

ャルを持つ。G-FET の可能性はそれに止まらず、２次元表面・界面近傍における生化学反応の実

時間計測に広く拡張できる。我々は、インフルエンザウイルスの持つ酵素ノイラミニダーゼ(NA)

がヒト気管上皮細胞表面のシアロ糖鎖を切断して他細胞へと感染を広げる反応に着目し、反応を

シアロ糖鎖で機能化した G-FET 上に再現して、NA反応及び抗インフルエンザ薬による NA阻害

反応を計測することに成功してきた。 

G-FET の薬剤スクリーニングプラットフォームとしての可能性を示す上記の成果を社会実装に

繋げるためには、(i)グラフェン表面での反応下にある生体分子の態様を明らかにすること、(ii)反

応系・計測系を均質化・並列化すること、が必要である。そこで今回、まず(i)について、液中原

子間力顕微鏡(AFM)によりグラフェン表面の糖鎖、糖鎖に結合するウイルス膜たんぱく質ヘマグ

ルチニン(HA)、それらの NA反応に伴う変化を可視化した(Fig. 1)。次に(ii)について、インフルエ

ンザウイルス検出用に我々が開発した G-FETアレイデバイス(Fig. 2)、その同時並列計測システム

の NA反応アッセイへの適用を試みた。 
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Fig. 1:  Schematic and liquid-AFM images of hierarchical 

structure of biomolecules on graphene. In the AFM image, a 

part of molecules in the layers was removed by AFM tip. 

Fig. 2: Microscopic image of 82 G-FET 

array. Inset shows single G-FET. 
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